
食　　 物 〔(社) 日本家 政学 会

C 151 ラ ッ ト 大 腸 に 存 在 す る 空 胞 化 細 胞(vacuolar cells; VC ）の 推 移
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目 的 ： 演 者 ら は.  * 学 会 の 第4   0 HI か ら 第4   3 回 ま で の 全 国 大 会 に お い て ラ ッ ト 小 腸 に

存 在 す る 空 胞 化 細 胞（vacuo  1 ar c  e□; 以 下 、vc　 と 略 す ） の 研 究 成 果 を 報 告 し た 。

本 実 験 に お い て は.  腸 内 細 菌 叢 や 食 物 繊 維 な ど 、 最 近 注 目 さ れ て い る 大 腸 に 焦 点 を 絞

り 、 そ の 大 腸 粘 膜 上 皮 に 存 在 す る　vc の 推 移 を 観 察 し た の で 報 告 す る 。

方 法 と 材 料 ： 実 験 に 供 試 し た 動 物 は 、 胎 生1    9  ロ 目 、 胎 生2    1 日 目 、 生 後1 ～ ３ 日 齢 の

Iar: Wistar 1  fflam i c h i　ラ ッ ト で あ り 、 動 物 繁 殖 研 究 所 （ 埼 玉 ） か ら 入 手 し た 。 大 腸 の 摘

出 方 法 は 、 頭 蓋 部 打 撲 の 後,  頚 動 脈 を 切 開 放 血 し 、 開 腹 を 行 い 実 験 に 必 要 な 盲 腸 、 結 腸 お

よ び 直 腸 を 採 取 し た 。 各 大 腸 は　Zaibon  i　液 に 浸 漬 固 定 し 、 通 常 の 方 法 で パ ラ フ ィ ン 包 埋

し 、 約3  ～5    μm で 薄 切 し た 。 染 色 法 は,     PAS   (Periodic Acid Schi  f f react  ion） を 中 心

と し て,    HE   （Heiatoxy  I in Eos  i n）、AB    (Ale i an blue ） お よ びMC    （Mucicaruinin ） な ど の

染 色 を 施 し 、 そ の 後 脱 水 ・ 透 徹 お よ び 封 入 を 行 っ た 。

結 果 ：（1    )   胎 生2    1   日 目 の 盲 腸 の 起 始 部 に 、 空 胞 化 し た 細 胞 が み ら れ 、 結 腸 や 直 腸 に

は み ら れ な か っ た 。

（2   ） 生 後1 日 齢 と 生 後 ２ 日 齢 に な る と 近 位 結 腸 に 小 空 胞 状 の 細 胞 が み ら れ た 。

(  3   ) 生 後 ３ 日 齢 に な る と 盲 腸 と 結 腸 の 輪 状 ヒ ダ の 粘 膜 上 皮 に 明 瞭 な　vc が 多 く

観 察 で き た 。

C 152　　 ラット 水晶 体のリ
ボフラビ ン代 謝に及ぼす加齢と紫外線照 射の影響

岩手大 教育　 及川 桂子

目 的　 紫外線照 射によっ て動物に白内障が生じ るこ とが知られ、また、紫外線照 射の多

い赤道 に近い地域 の住民に白 内障の発生率が高いこと が報告されている。近年、成層 圏の

オゾ ン減少 により紫 外線照射量 が増加し ていることから、白 内障発生率の上昇が危惧さ れ

る。一方 、高齢化 の急 速な進展に 伴い、老 人性白内障の増加 が予想さ れる。これらの白内

障は、水晶 体の混濁に よって惹起さ れる が、F  A  D を補酵素とする グルタチオッレ ダクタ

ーゼは、水晶体 の透明性 維持に重要な酵素 であ る。そこで、加齢と光照射 が水晶 体のリボ

フ ラビ ン代謝に及 ぼす影 響につ いて検討した。

方 法　 実験Ｉ　：4   ，8   ,     12 週齢、6,12 月齢 のWi  star系雄 ラット を用い、水晶体 ホ

モジネ ート の遠心上 清液につい て、グルタチオンレダ クタ ーゼ（G  R  ）活 性をTillotson

らの方法 、グルタチ オンペルオ キシダ ーゼ（G  P  x）活性をLittle ら の方法,    V   .   B   2含量

を高速液 体クロ マト グラフ-I ー法で測 定し た。　 実験II ： １ ２週齢 のWistar 系雄ラット の

水晶体 ホモジネ ートに、3  6 5nm のＵＶ で、３ 時間、５時間,    380 ～76Dnm の波長 域の蛍 光

ランプ で２時 間、光照射 を行ない、そ の遠心上 清液 について,    G R 活性、G  P   X 活性及 び
V. B2含 量を測定し た。

結果　 実験I     :水晶体 の総B2 及びFAD は加齢とと もに 減少し,    4 週齢に比べ12 週齢、6,

12月 齢゙ では有意に低 い値を示し た。G  R 活性は12 週齢,     6月齢で有 意に低下し た。実験II

:   U V   3時 間照 射と蛍 光２時間照射でＦＡＤ が有意に減少し た。G  P   X 活 性はU  V  5 時間

照 射で若干 低下し たが,    G  R 活性では光照射 による変化は認めら れな かっ た。
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